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研究成果の概要 

本年度では、計画１において、独自のシングルショットで三次元空間を撮影可能なライトフィールド顕

微鏡の高分解能化技術を駆使し、線虫の神経細胞のリアルタイムな三次元位置を自動抽出し、追跡する

技術を確立した。さらに計画２において、この位置情報から、全自動で、リアルタイムに線虫の標的の

細胞のみを選択的に光照射する技術も確立した。この技術により、通常、シングルセルレベルで光駆動

型チャネルを発現するためのプロモーターがない神経細胞でも、その細胞のみを活性化することを可

能にした。これらの技術を用いて、計画３の神経ネットワークの老化機構について解析を行った。その

結果、神経細胞ごとに老化速度が異なることを発見し、ライフコース上でハブ細胞である介在ニューロ

ンが機能を長期にわたって維持することを明らかにした。また、追加計画として、ライトフィールド技

術と量子温度イメージングを組み合わせ、シングルショットで三次元空間の複数の局所温度を一括で

計測する技術を確立した。現在、これらの技術をマウスの Ex vivo計測や In vivo計測に応用中であ

る。 
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